
＊聖書翻訳本文は日本聖書協会『聖書 新共同訳』からの引用です。 
 

２０２３年３月５日 四旬節第二主日礼拝説教 

「救い主を仰いで赦されよ」（ヨハネ３章１～１７節） 

 

〇ヨハネ３章１～８節について 
 
「イエスは 答えて言われた。『はっきり言っておく。人は、新たに

生まれなければ、神の国を見ることはできない。』」（３節） 
 
❶ニコデモ（１節）：ファリサイ派の教師、ユダヤ人の議員。 
 
❷霊（５節）：神の命、息吹。天から吹き付ける風。聖霊。 
 
救い主イエスは、ニコデモと〈命の生まれ変わり〉について 

話し合われた。キリストは、神の息吹により、人のうちに  

新たな命が生み出されるなら、生まれ変わると教えられた。 
 
❸みことば：聞いて信じる人に、神の命と力が注がれる。 
 
❹水（５節）：みことばと聖霊に結びついた水、洗礼。 
 
「だれでも 水と霊とによって  生まれなければ、神の国に 入ることはできない。」（５節） 

 

今日のみことば：ヨハネ３章１４節 

「モーセが 荒
あ

れ野
の

で 蛇
へび

を上
あ

げたように、人
ひと

の子
こ

も 上
あ

げられねば ならない。」 
 
◎聖書朗読：民数記２１章４～９節 
 
「主は モーセに言われた。『あなたは 炎の蛇を造り、旗竿の先に 

  掲げよ。蛇に かまれた者が それを見上げれば、命を得る。』」（８節） 
 
☞旗竿の先に掲げた蛇の如く、神の子イエスは、人が下から 

見上げる十字架で磔にされた。「それは、信じる者が皆、

人の子によって永遠の命を得るためである。」（１５節） 
 
＊永遠の命：十字架に上げられたキリストを信じ、洗礼を 

       受けた者が得る新たな、決して尽きない命。 
 
「神は、その独り子を お与えになったほどに、世を愛された。独り子を  

信じる者が一人も滅びないで、永遠の命を得るためである。」（１６節） 
 
※わたしたちを生かすため、救い主イエスは十字架の上で 
死なれた。この方は、あなたが見上げる十字架の赦しに 
より、日ごと神の子として生かされるのを願われている。 


